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「 π 〈研究の概要〉

一
本研究で は,「 食物」領域 の指導 を通 して,子 供が,よ りよい生活 を 目指 し,考 え判 断

し,実 践 す る力を身 に付 けることをね らいと した。 このね らいを達 成す るため に,「 課 題

を見付 ける力」「課題 を主体 的に解決 す る力」「学 んだ ことを生 活 に生 か し実践す る力」 の

3つ の視点 で研究 を進 め た。

そ の結果,子 供 の実 態を的確 に把握 し,実 態 に即 した身 近 な題材を設 定す る ことや主 体

的 な学習 を促 す授 業の工夫,適 切な支援活動,体 験 的 ・実 践的 な学 習活動 の工夫 などが 効

果的で あ ることが明 らか にな った。
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「丁 りよい生活を目指して注 体的に考え実践する力を育てる授業の工夫1
一 一 「食物」領域を通して二_」

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

家庭科 は,子 供 の家庭生活 を主 な学 習の対象 と し,実 践 的 ・体験 的 な学 習を通 して,生 活 に

必要 な基礎 的 な知識 や技能 を身 に付 け,よ りよい生活 を 目指 して工 夫 し,創 造 して い く能力 を

育 て るとと もに,家 庭生 活を築 いてい く意欲 と実践 して いこうとす る態度 を養 うことをね らい

と して いる。

最近 の子供 の様子 を見 ると,様 々な情報 か ら得 た知識 は断片 的に もって はいるが,そ れ らを

もとに して 自分 で考 え判 断 したり,自 分の生活 の中で試 した り生 か した り しよ うとす る姿 が あ

ま り見 られ な くな ってい る。 また,教 師やお となか ら与 え られた ことや指 示 され た ことは,一

生 懸命取 り組 んで いるが,日 常 の生活 の中で,自 分 の生活 の課題 を見付 けようと した り,疑 問

に思 ったこ とを進 んで解 決 しよ うと した りす る意欲 や態度 にっいて は消極的 に見 える。

家庭科 の学 習を進 め る上で大切な ことは,単 に知識の獲得や技 能の熟 達で はな く,学 んだ知

識 や技能を,実 際の 自分 の生活の中で生かす ことがで きるようにす ることであ る。 そのため に

は,子 供 の実態 に即 した学習内容を組 み立て,実 践 的 ・体験 的な学習活動を展開 しなが ら,学

んで いる子供一人一人 が,生 活者 と しての主体性 を もち,生 活 す る中か ら自分な りの課題 を見

付 け,そ の解決 に向 けて様 々な取 り組 みがで きるような指導を工夫す ることが教師 に求 め られ

て いるo

本年度 の研究 は,「 食物」領域 に視点 を当て,子 供 が 自らの食生活 の課 題 を見付 け,課 題 の

解決 に向 けて主体 的 に取 り組み,日 常 の食事 について,具 体 的に考え,よ りよい食事 を自分 な

りに実践 で きる子を育 て たいと考え た。

「食物」 領域 の学習 は,子 供 の興味 。関心が高 く,調 理実習 などに は意欲 的 に取 り組 む姿 が

見 られ る。 しか し,外 食 産業の普及 や ライフスタイルの多様 化な どか ら,子 供が もって い る食

物 に関す る情報 は多 種多 様であ り,生 活経験 の違 い ともあいまって,身 に付 けて いる知識 や技

能 な どにっ いての個人差 が大 き く,「 簡単 な調理がで きるよ うにす る と と もに,日 常 食 の栄 養

的な取 り方 や会食 の意義 を理解 し,食 事 を工 夫 して整 え る ことがで き るよ うにす る」 とい う

「食物」領域 のね らいを子供 自身が確実 に身 に付 けるこ とは,よ りよ く生 きるため に も重要 な

ことであ ると考 えた。

そ こで,子 供一人一人 の よさや可能性 を生 か し,実 際に活動 す ることや生活経験 を重視 し,

学 ぶ意 欲 と知識 や技能 を高めなが ら,よ りよい生活 を 目指 し,主 体的 に考え判断 し,実 践 す る

力 を育 て るための授業 の在 り方 にっいて研究 を深 め ることと した。

なお,研 究 を進 め るにあた って は,研 究 の視点 を3点 定めるとともに,研 究の組織を2グ ルー

プに分 けた。詳 しい構想 にっいて は次 ペー ジに示 す。
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1研 究 の 基 本 的 な 考 え 方

研究主題に迫 るため,研 究の視点を含め次のような構想を立てた。

〈研究の構想図〉

家 庭 科 の 教 科 目 標

研 究 主 題

よりよい生活を目指 して,主 体的に考え実践する力を育てる授業の工夫

一 「食物」領域を通 して一

《児童の実態》

食物への興味 ・関心は高い。

授業やテレビなどか らの食品や栄養素に関す

る知識はある。

食生活に対する意識は低い。

家庭の仕事の経験は個人差が大きい。

調理実習に興味をもっ。

経験不足のため基礎的技能が身に付かない。

《目指す児童像》

食生活に関心を持ち,自 分の食生活を見直そ

うとする子

学習のなかで自分の課題を見付け,主 体的に

解決 しようとする子

学習 したことを日常の家庭生活に生か し,実

践 しようとする子

研 究 の 視 点

課 題 発 見 ・
1

1

一 課 題 解 決 ・

「

,実 践 力

「

自分の課題を見付ける

力を育て る工夫

課題を主体的に解決 しよう

とする力を育てる工夫

「生活に生か し渓 践 しよう

とする力を育てる工夫

(場)。 導 入 の 工 夫

(教材 ・教具)・ 実 物,具 体 物

(支援)・ 自分の生活 を見 っめ る

一アンケー トの結果から自己評価一

(場)・ 体 験 学 習

(教材 ・教 具)・ ワ ー ク シ ー ト

(支援)・ 助 言,示 範

F

i

/l鰍 、三難
1 一相 互 評 価 一

1 1

調査(子 どもの実態 ・意識)

先行研究の収集 ・学習

研究組織

「第5学 年」 グループ

「第6学 年」グループ

1

幽 授 業 研 究 咽

」

考 察 ・ ま と あ

1

成 果 と 課 題
1
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皿 研 究 内 容

「第5学 年」

1指 導計画 と評価計画

題 材 剤
1

小 題 材 名

(時数)

主 な 学 習 活 動

野菜となかπ 「 τ んな物を食べて 【。体に必要な栄養素とその働きを理解す、.
`

しよう パー目

1{
1

い るの か な

(2)
1
0食 品 の 種 類 と栄 養 素 を 調 べ る。

○ 食 品 を組 み 合 わ せ て取 る必 要 を 理 解 す る。1

「、 どんな野菜を訓 。どんな野轍
べて、、、のか襯 麹 、.

1て い・のか ゆ 野菜の仲間分けをす・・

!(3)
.ρ 淡色野菜の栄養素(ビ タミンcの 性質)を 理解す る.1-一

3生 の 野 菜 を お い し

i く食 べ よ う
5

iO生 の騨 をおいしく食べる羅 方法を調べる。

○調理に必要な材料の選び方や計量の仕方を理解する。

{(・)
7時 間1

○食品の洗い方,切 り方,味 の付け方及び盛 り付け方を工夫する。

○調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な使い方を理解する。

一 皿 一

i

作 ろ う!お い しi1卵 を知 ろ う 0た ま ご に っ い て 調 べ,た ま ご の 特 徴 を ま と め るGi

いたまご料倒(・)Pた まごの栄養素(た んぱく質の順)鯉 解する・

i}
F

　
一

12好 み の ゆ で た ま ご 0調 理に使う燃料やこんろの安全な取扱いを理解する。

1 を作ろう
唱

○好みのゆでたまごを作るために気をっけることを考える。

LωP繍 嚇(ゆ でる)を理舞翠する・

8時 間

1・ 作ろう ・おい副

iた まご鯉
1(5)
…

1

0た まごを用いて簡単な謂運方法(焼 く)を 理解する。

○フライパ ンを使ったたまご料理の作り方を調べる。

iO家 族の好みに合 うたまご料理を考え計画を立て,調 理する。

;

野 菜 と な か よ く11100グ ラ ムの 野 菜

しよ う パ ー ■

　 　 }一 　 -

1・ 繊 色野菜の栄養素(・ ・チ・の順)を 理解す・・
10野 菜 を100グ ラ ム はか り,お お よそ の 量 を 調 べ る。

H 1(1)b野 菜をいためるときに気を付けることを考え・。
i}

i、 いためてみ。う 一 。自分がいためてみた嚇 をいためてみ、.
1

1

}(,)聯 懸 畿 灘 二維 慈 ナる.・i
1{一

、3お いしい野菜の濯oお いい 、野菜の油いため喉 習緬 賛 てる。

巨 ・ためを作ろう ・「
7時 間(4) 【

妻

1
0お い しい野 菜 の 油 い ため の 調 理 を す る。

○ 健 康 な か らだ と野 菜 につ いて 理 解 す る。

}
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1 評 価 の 観 点L

資 料 等 評 価 規 準} 関心1創 意 知識

離1工 夫
1

技能
理解一

○食事調ベカー ド ○食品に戯 をもっ。10
　

○食事調べの集計グラフ ○栄養素とその働きが分かる。1
～

○

06っ の基礎食品表 ○食品を組み合わせて取る必要が分かる。 … ト ○
し

1一
○野菜の実物

1

0野 菜に謝 をもっ。iO{

06っ の基礎食品表 ○野菜の種類が分かる。 】 ○

○ビタミンcの性質が分かる.⊥4 ○

ト ト

　

○調理した野菜の実物 ○生の野菜をおいしく食べる調理方法が分かる。 ○ ○

○調理実習計画表 ○野菜や調味料の計量の仕方が分かる。 「 ○

○実践カー ド ○実習計画を立て,安 全に調理する事ができる。}○

○家庭で実践す・事ができ・。 ◎

1

:1:
○

○
1十 一

○たまごの実物 ○たまごに関心をもつ。}O
l

○ ア ンケ ー ト集 計 グ ラ フ ○たまごの特徴が分かる。ll ○

06っ の基礎食品表 。たんぱ く質の性質が分か・。[l

l

○
　

○たまごの実物 ○安全に留意 して こんろを使 う事ができる。[ ○ ○

○調理実習計画表 ○ゆでたまごを調理する事ができる。: ○

○実践カー ド ・家庭で実践す・事ができ・・ ◎ ◎ ○ ○

11 一

○たまごの実物 ○卵を用いて騨 な調理方法(焼 く)カ、分か、。lli ○

○調理実習計画表

○実践カー ド
ー

○実習計画を立て,安 全に調理する事ができる。

○家庭で実践する事ができる。
一

E

「○

_L二

○ ○

○ ○
』

○

1

0ア ンケ ー ト集 計 グ ラ フ ○いためる野菜に関心をもっ。 ○ ○

○野菜の実物 ○ カ ロ チ ンの性 質 が 分 か る。 ○

○野菜の名前カー ド ○野菜をいたあるときに気をっける事が分かる。 ○ ○ ○

○野菜の実物 ○いためてみたい野菜をいたあてみる事ができる。 ○ ○ ○

O材 料調べカー ド ○多種の野菜を諸感覚を使って観察できる。 ○

○おいしい野菜の油いたあの課題を見付けられる。 ○

○調理手順カー ド ○実習計画を立て,安 全に調理する事ができる。 ○

○調理実習計画表 ○調理用具のあとしまっができる。 ○

○ 実 践 カ ー ド ○家庭で実践する事ができる。 ○ OiO ○
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2実 践事 例1

題材 名 「野菜 と仲良 く しよ う パー ト1・H」

(1)野 菜 につ いて の実態調査

① 調査目的

期

象

果

時査調

対

結

②

③

④

食生活 を見 直す きっかけ とす る。児童 の野 菜およびたま ごにつ いて の好

み,意 識 の実 態を知 り,ね らいに合 った授業計画 の一助 とす る。

7月 ～9月

教育研究員所 属校 第5学 年221人

○ あ な た が 二 日間 で 食 べ た野 菜 の名 前 を書 い て くだ さい。

朝 食,昼 食,夕 食 に分 けて記 述 。 全 部 で45種 書 か れ て い た。 多 か った 野 菜 は,ニ ン ジ ン・

長 ね ぎ・タマ ネギ ・トマ ト・キ ュウ リ・キ ャベ ツ・ジ ャガ イ モ ・大 根 ・ごぼ う・小 松 菜 ・レタ ス・ほ う

れ ん 草 ・サ ッマ イ モ・ピー マ ン・なす ・イ ンゲ ン・白菜 な ど

○ あ な た は野 菜 を食 べ られ ます か 。

ア,た いて い食 べ られ る197人89。1%

イ,苦 手20人9.1%

ウ,食 べ られ な い4人1.8%

O好 き な野 菜 や そ の料 理,

蕊 郎 られる

正 辞

1≡ … れな・

き らい な野 菜 や そ の 料 理 は どん な もので す か。

好 きな野 菜 と して 多 か った もの トマ ト・キ ュウ リ・キ ャベ ツ ・レ タス ・ニ ンジ ン・大 根 ・ピ ー

マ ン・な す ・か ぼ ち ゃ・ジ ャガ イ モ ・ブ ロ ッコ リーな どで あ った。 好 きな 料 理 もこれ と関 連 が 深

く,サ ラ ダが 一 番 多 く,て ん ぷ ら・野 菜 妙 め ・カ レー・つ け もの ・肉 じゃが な どが書 か れて い た。

き らい な野 菜 と して 多 か った もの1ピ ー マ ン・ブ ロ ッ コ リー ・セ ロ リ・ア スパ ラ ・タマ ネ ギ ・

な す ・グ リ ン ピー ス ・トマ ト・カ リフ ラ ワー ・しいた け な どで,好 き な野 菜 と重 複 す る。

き らい な料 理 も,生 野 菜 ・煮 物 ・味 噌 汁 ・ピー マ ンや な す の料 理 な どが あ げ られ て いた 。

0あ な たが よ く食 べ る野 菜 の 料 理 は何 で す か。(複 数 回答)

ア,野 菜 サ ラ ダ

イ,カ レー ラ イ ス

ウ,て ん ぷ ら

エ,つ け もの

オ,煮 物

力,お ひ た し

キ,酢 の物

ク,そ の他

〈 考 察 〉

人

人

人

人

人

人

人

人

5

4

0

7

3

1

1

3

1

5

7

0

2

5

4

3

り
乙

!

1
⊥

-

27.1%

19.4%

8.8%

13.5%

15.5%

6.4%

5.2%

4.2%

驚墾

*野 菜 を き らい と言 う児童 は少 な い こ とが わ か ったが,個 別 に見 る と同 じ野 菜 を食 べ て い る

こ とが わ か った。 食 事 別 で は,朝 食 で は,野 菜 を ま った く食 べ て い な い児 童 が一 番 多 い。 昼

食 で は,給 食 の あ る 日 は6～7種 と多 いが,休 み の 日に は0と 言 う子 も少 な くな か った。 夕

食 は,1～9種 ま で 幅 が あ るが,3種 ぐ らいが 一 番 多 か った。 そ こで,い ろ い ろ な野 菜 を か

ん たん に食 べ る こ とが で き る調 理 を経 験 させ る ことが 大 切 で あ る と感 じた。

*児 童 が 野 菜 と と らえ て い る もの の 中 に は,き の こ,わ か め の他 に豆 腐,納 豆 な ど も含 ま れ

て い た。 ま た,イ チ ゴ,メ ロ ン,栗,な し,パ イ ナ ップ ル な ど も書 か れて い た こ とか ら,多

くの 野 菜 を実 際 に見 た り,さ わ った り して 野 菜 に対 す る理 解 を深 め る こ とが 大 切 で あ る と感

じた 。
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② 題材 につ いて

子供 が どの ような野菜 を食 べているのか,実 際 に調 べてみ た。 す ると,個 人差 はあるが,

た くさん の種 類の野菜 をとって いる ことが分か った。 しか し,量 的に は少 な く,特 に,朝 食

で はあま り野 菜を とって いな い子供が多い ことも分 か った。

ア ンケー トで は,「 野菜が好 きではない。」 とい う子供 は少 な く,多 くの子供 が 「どち らか

といえば・ 好 きであ る。」 と答 えて いる。 しか し,日 常 よ く使われ る野菜 につ いて,名 前 と

実物 が一致 しなか った り,キ ャベ ッと レタスの区別 のっかなか った りす る場合 もあ り,野 菜

その もの と関 わ りが薄 い ことが分 か った。現代 の食生活 は糖分 と脂質 を とり過 ぎ,成 人病 や

ガ ン等 の疾 患 を増やす一因 とな っている。 これを防 ぐ上か らも,繊 維や ビタ ミンA,カ ル シ

ウムなどを豊 富 に含む野菜 を もっと食べ る必要が あると考え た。 この学習の中で,野 菜 につ

いて の認識 と栄 養 につ いて の理解 を深 め,子 供が野菜 と もっと親 しむ関係を作 りたい。

また,簡 単 な調理技能 の習得をす ることで,野 菜 を多 く取 り入 れる食生活へ の契機 と した

い と考え,本 題材 を設定 した。

パー ト1で は,野 菜調 べ と仲 間わ け ・野菜 の簡単 な非加熱調理 にっいて扱 い,パ ー トHで

は野菜 の加熱調理,野 菜 の栄養,野 菜 と健康 にっ いて扱 うこととした。

(3)題 材 の 目標

○ いろいろな種類の野菜 を食べて いる ことが分か る。野菜 の名前 と形が分か る。

0淡 色野菜 と緑 黄色野 菜 の違 いが分か る。

○ 野菜 の栄養素 と健康 との関わ りを知 る。

○野菜 の いろいろな食 べ方が分 か り,簡 単 な調理 がで きるよ うにす る。

○野菜 の調理 に使 われ る用 具やその取 り扱 い方,後 始末 の方法 が分 か る。

(4)事 例1

① 小題材名

②

課題を主体的に解決 しようとする力を育てるエア

生の野菜 をおい しく食べ よ う

研究主題 にせ まるたあの工夫

・子供 が班 ごとに経験や意見 を出 し合 い
,生 の野菜 を食べ るための工 夫や切 り方 にっ いて

決 めた計 画を もとに実習 を行 うことによ り,意 欲 と主体的 な取 り組 みを引 き出す。

・ビニール袋 があれば簡単 にで きる塩 もみを取 り上 げることで
,子 供 も手軽 に楽 しんで取

り組 む ことが で き家庭 での実践 に もっ なげや す い。 こ こで は,伝 統 あ る 日本 の サ ラダ

「即席漬」(『もみ もみ漬 け』 参考文献 小学館BE-PALア ウ トドアブ ック レッ トコ

ミックス① 「野遊 び クッキ ング教本」 よ り)を 取 り上 げてみた。

③ 本 時の展 開

学 習 活 動
1 教 師の支援

・留意点 ☆評価 資料など

1.野 菜 を よ く洗 い,塩 も ・切 り方 の支援 をす る。 固い もの はうす く切 調理用具

み しやす いよ うに考 えて る。形 をそろえ るな どの師範 をす る。 手順の掲示

切 る。

}
☆個 々の野菜 に適 した切 り方 がで きたか。
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2.ビ ニ ー ル袋 に切 った 野 ・塩 は材 料 の1% ,4人 分 で小 さ じ1と す る。 計 量 ス プ ー ン

菜 と塩 を入れて,し ん な ・計量 ス プー ンで正 しく計 量 で き るよ う助 言 の使 い方 の掲

りす るまで よ くもんでか す る 。 示

ら,皿 に盛 りつ け る。 ☆野 菜のか さの変化 や水分 に気付 いたか。

3.各 班 の ものを試食 し合 ・味 だ けで な く,工 夫 した点 や,改 善 した い ワ ー ク シ ー ト

い,気 付 いた ことを交 流 点 な どに っ い て も書 く。

し合 う。 ☆ ワ ー ク シー トに感 想 を記 入 で きたか 。

④ 考 察

班単位 で調 理計画 を立 て,イ ラス トや独 自のネー ミングをっ けて発表 し合 った り,試 食 し

て気付 いた ことを交流 し合 った り,話 し合 いや学 び合 いの場 を多 く作 った。 この ことは,実

践 への意欲 に もっ なが り,課 題 を主体的 にと らえ解決す る力 を育て る上で有効で あ った。

珈潔鰐 け

《A・4}P2

購
6距 味 一番 も班 の漬
材 料 調 螺 獅

1◎馳 熱
◎ 卿 し

レ

〕 鑑
畷轡 筆 こ鋤慧

曝

群郵 懲 ・ 《影塞

、

～^㍉ 藤

ヒ

《も み も み 漬 け を 作 っ て 》5年 組

☆実習 したことをまとめてみま しょう。図を入れた りしてもいいですね。

材料
一 撮 毒 詣 り、蔚 轍 千鞠 、
調味料 魁 。,$1献 鳶塩

・しめ ゆ ・キA+。 素

1鴇輪 曝 黒誘未繰 織覧撫 惣 縛
1・人 参 ・千 七羽 ◎ 柵 いk.tnL)1t那 て・ロ福 馬 琳 等『いti・ノ.ミすrる 建肇 ∋
　 　

,、議 熱1叢1瑳 灘 ∫を漉1魏 ∵ 聲
熔 吉 欺 とても 瑚 、〕やすか ・硬.

ヵ・輪 習 や す 方・・焦 脇 『う ひ 輔

大根 ・入蕩 †ε団 τ かRく て割 ドぐか、叢

fしhて ぐ、・ヒf、v.励 ぢ 勘1て カ ぎ 一i」・11"` .ぞ.tif1XIIS't;'し †・.3'撫灘 黙雛:1∵㌫

博亨熔 いか.しM㌍ 、、鶴k、
【食 べ て み て 】

画
太凧

汰 参

.fr/'Lヅ

1、 切 り方 は も み も み漬 けに 合 って い ま した か?切 り方 で も っ と工 夫 した い こ と

はあ り ませ ん か 。

奏切 物 か 蜘 ㌍ 凱.飴!て α,托 熔 働 輪 切ii守.手 軸 りK

しマbよ ・カ㍉ セ'」J'㌔い し怠 い.細 切 リ,吾 切 現守、セTPす か。叢

蹴 ん和 匿 紳 か す$・1.歓IWい ガ 机 れ16、 響'

㌍ 切 物 レ 毒 穴 全 やす で,一 汽.

2、 野 菜 の 味 で 気 づ い た こ と を書 い て み ま しょ う。

塔働 ヤー券 硫 か しみ てい■ ヤ わ りか ぐマ、お 誌 鵡 夫

い,制 さ一口も 輩 丁・5'tvOLt人 参 も、お いしぐ 表 へ1騎v呑 、

キムづ一η素 力㍗ 少 しぞ い「「いて.じ ・ジ/ビ して よガ δ云.

もリワltstぞ 、しb誓.い 恥 τしあ で.いrPtd㌧ ・豚 う廓

♂かパ斥 かもし聴捻 い.

3、 今 度 は、 ど んな もみ も み 漬 け を作 って み た い で すか?

今 回 ⑲㍉凝 ∂」ッ 由 ま.釦 寺ぢ砿 ヒし制 †ヒ・.

iさ、:!t}ヒ19レ1い 熔 ガ ペ斥Ptll・.1さ.皆 リヒ妹 のわ ガ 多もの 芝

っ くレ脈 ㌧・、今 四1さ.4班 の レモン 珪`}っ1ギ 観 ご

vrAfの しそOel† 七mく オkレ 駐 聡 ゐ 恥 毒 ㌔

4.ワ 班 好 う{r、昧 於 で、1畜 りで うも めを を ぺ膜1・,

七刀・}か肇 研 労1・eア 夫 してat7・ い.表 で ℃ 、

畑 轡 ゲ 晦 ワ く訊 珊 の7罵 諸 、■・t.1く 牛 芝 表 ど他 査 、

一8一



(5)事 例2自 分の課題 を見つ ける力を育て る工 夫

① 小 題材名 「野菜 をいためてみよ う」

② 研究 主題 にせ まるための工夫

・野菜 の単 品 をいため
,諸 感覚 を使 って観察す ることによ って関心 ・意欲を高あ る。

・この体験 学習を通 し
,主 体的 に学習課題 を もち,実 践化 にっなげ る。

③ 本時 の展 開

学 習 活 動一 教 師 の支 援 ・留 意点 ☆ 評 価

0本 時の学習内容を知る ・野 菜 を い た めて み る
。

・前 時 の ワ ー ク シー トで 自分 の課 題 を 確 認 す る
。

(安 全,味,火 加減,時 間)

1100グ ラ ムの野 菜 を い た め て み よ う!

謹蕨諭翌璽財 鎌 繋1写騨
齢 ・発見 した ことを記録す る。

懸鞭 ㌦ 畿軸』 題 ∴ 、 ☆安全 に気 をっ けて いため,野 菜 を観察す る事 がで蒙ぎ

驚》・ 匁繕 黙 鉱 、 きたか。
贈幣 橿 ・ ㌦{瀞 焼㎎ 噌'緬 岬 。.学

○次時の課題を もっ ・おい しい野菜 の油 いためを作 るにはどんな事 に注意 した

らよ いか グ ル ー プで 話 し合 い ワ ー ク シ ー トに記 入 す る。

安全,野 菜の選 び方,切 り方,火 加減

いた め る時 間,味 っ け,後 か た づ け

☆ おい しい野菜 の油 いためを作 る時の課題 が見 っ け られ た

か 。

・次時 は,「 野菜の油妙 めの調理 計画の学 習」 を知 る。

発 見 した1・ ・… 課 題 を見 つ け た1
・ぼ くは ニ ンニ クの茎 で した が ,油 も塩

も量 が ち ょ うど よ か った。 だ か ら,次

もニ ンニ クの茎 で も っ とお い しい も の

を 作 り た い。
・大 き さ も関 係 が あ った。 大 きけ れ ば 火

が 通 らな くて,小 さ けれ ば油 が か た ま

って しま う。 今 度 は 同 じ大 き さ に した

いo

・パ クチ ョイ は見 た 目 よ り歯 ごた えが よ

く,舌 の 奥 で塩 味 が 広 が った。 プ ロ ッ

コ リー は ポテ トチ ップ の味 が した。

・た だ普 通 に食 べ て い る野 菜 で も こん な

に お い し くな って とて もび っ くり した

今 度 は ど こよ り もお い しい ほ うれ ん 草

を頑 張 る。
・ピー マ ン とパ プ リカ は ピー マ ンが苦 く

てパ プ リカ の方 は あ まか った。
・にん じん は固 いか ら も う少 し長 くい た

あ よ う と思 う。 切 り方 に よ って妙 あ る

時 間 が ちが う。
・切 った大 き さで

,少 しず っ 味 が 違 う こ

とが分 か った 。

子 供 の ワー ク シー トか ら … …

④ 考 察

多種 の野菜 とふ れ,試 しいためを体験 す る時間を確保 す ることによ り,児 童が今 まで 気

付 かず にいた野菜 のよ さを発見 す ることがで きた。学習 を終 えて,子 供 は野菜 を身近 に感

じ,次 時 の実習 の意欲 が高 まり,自 分 の課題 をっかむ ことがで きた。
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3実 践事例2

題材名 「作 ろう1お い しいたまご料理」

(1)た まごにつ いての実態調 査

①②P6に 同 じ

③ 対象 教 育研究員所属校第5学 年495人

④ 結 果

01週 間 に どの く らい食 べ ます か 。

ア,毎 日112人22.6%

イ,2,3回305人61,6%

ウ,あ ま り食 べ な い78人15.8%

理 由 作 らな い,き らい, ア レ ル ギ ー な ど 。

雷 毎日

■ ・3回

≡ あま喰 へない

○作 ってみた い卵料理 は何ですか。(複数 回答)0た ま ごにっ いて知 っていることは何ですか。
・た ま ご焼 き

・オ ム レツ

・オ ム ラ イ ス

・お 菓 子 類

・目玉 焼 き

・ゆで た ま ご

・そ の他

人

人

人

人

人

人

人

99

94

。。。。

50

49

33

181

18.6%

17.7%

16.6%

9,4%

9.2%

6.2%

22.2%

○ フ ライ パ ンを使 った料 理 を した こ と

が あ り ます か。

ア,よ く して い る97人22.9%

イ,と き ど き して い る282人66.7%

ウ,し た ことが な い44人10.4%

〈 考 察 〉

*た ま ご は身 近 な食 材 で あ り,

・栄 養 ,成 分 につ いて

・見 た 目 ,形 状 につ いて

・凝 固 な ど性 質 につ いて

・よ く言 わ れ て い る こ と

・新 ,古 に つ い て

207人30.8%

185人34.7%

53人9.9%

52人9.7%

37人6.9%

し た こと が な い

懸 よくしている

皿 ときど乱 ている

霧 した・とがない

よ く食 べ られてい ることが分 か った。 たま ごにっいての知識

は,学 習 した クラスで は,栄 養,成 分 や加熱 によ る凝固 などの記述 が多 いが,未 習の ク ラス

で は,見 た目に関 す るものが多か った。授業 で は,た まごにっいての調べ学習が考え られ る。

*調 理経験 は,割 合 的 には多 いが,イ ・ウを合わせて考 え ると技能面 での,か な りの個人 差

が考え られ る。基礎 的 ・基本的な内容を習得で きる学 習計画 を立 ててい きた い。

② 題材 について

私達 の食生活 の中で,卵 は手 に入 りやす く,ほ とん どの家庭で よ く食 べ られて いる食品 で

ある。 ア ンケー トで もよ く利用 されて いる ことが分か る。子 供 たちは,た まごを使 った料 理

の種類 を多 く知 ってお り,自 分で調理 した経験 を もつ子 も多 い。 しか し,ゆ で卵 の加熱 に よ

るで き具合の変化,フ ライパ ンを使 った卵 の調理で の フライパ ンの扱 い方,火 加減 によ るで

き具合 の違 いなどには気付 いていない。 また,栄 養 に関す る知識 もあいまいであ る。

卵 は良質の たん ぱ く質 に富 む食品 であ り,成 長期 の子供 たちに欠かせ ない ものであ る。 そ

こで,多 様 な調理法 を もっ卵 の栄養 的な特徴 や選 び方 にっ いて理解 させ,「 ゆで る」「焼 く」

とい った調理法 の実習 を通 して,加 熱調理 に必要 な知識 や技能 を身 に付 け させ,あ わせて,

燃 料や器具 の扱 いが正 しくで きるよ うに したい。 そ して 「家庭 で もや ってみよ う」 と実践 す

る意欲 を育 て るよ うに した い。

(3}題 材 の 目標

○卵 の栄養 的な特徴 と,卵 の選 び方や買 い方が分か るようにす る。

○卵 の料理 の計画を立て,手 順 よ く協力 して実習す ることがで きるよ うにす る。

○好 みに合 った味付 けや盛 り付 けを工夫 し,自 分 の食生活で実践で きるよ うにす る。

○卵料 理 に必要 な用具 を安全 に取 り扱 うことが 出来 るよ うにす る とと もに使 った用具 の後

始 末の方法が わか る。
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(4>事 例 課題 を主体 的に解 決 しようとする力 を育 てる体験学習

① 小題材名 「好みの ゆで たま ごを作 ろ う」

② 小題材 の 目標

・自分 の作 りたいゆで たまごを,自 分の考え に したが って作 ることがで きる。

・ゆで時間 の違 い による黄身や 白身の固 まり方 の様子 を比 べ
,た ま ごの特徴 を確 かめ る。

③ 研究主題 にせま るための工 夫

・自分 の課題 を 自分の考えた方法で解決 で きるような場 を設定 し
,主 体 的な活動 を促す。

・具体的 ・体験 的に学 ぶ活動 を多 くす ることによ り,実 践 しよ うとす る力 を育 て る。

④ 本時 の展開

学 習 活 動

1.今 日の め あ て を 発 表 す

る。

留 意 点 ・ 支 援 ★ 評 価

2.用 具 や た ま ご の準 備,

手 洗 い な どを す る。

3.た ま ごを ゆ で る。

4.出 来 あが りを見 せ合 い

良 い点 ・改善点 を話 し

合 う。

5。 試食 し,実 習 を振 り返

る。

6.ま とめを し,次 時の予

定 を確認 す る。

・自分 の め あて を しっか りっ か め る よ うに ,ゆ で た ま ご の サ ン

プ ル を見 せ る。

出 来 あ が りの イ メ ー ジ,そ の た め に気 を付 け る時 間,火 力,

水 の量 な ど

・グル ー プで相 談 す る と き,自 分 の考 え を大 事 に す るよ う励 ま

す。

1★ 自分 の作 り方 が確 認 で きて い るか 。
l

ll
・卵 を洗 い ,名 前 を書 く。

・こん ろ の扱 い に注 意 を 促 す
。1

・よ く見 て ,随 時 記 録 を取 る よ うに促 す 。

・ス トップ ウ ォ ッチ,温 度 計 を用 意 して お き,時 間 や 温 度 を 意

識 させ る よ うにす る。

・こ ろが す ,水 で 冷 や す な ど は特 に指導 しな いが,や って い る1
　

子供 に理由を聞 き,紹 介 して,良 い点 に気づ くよ うにす る。1

★課題をつかんで実習 してい るか。1

・ゆ で あ が った ら半 分 に切 り,よ く観 察 し記録 す るよ うに促 す。

・半分 は何 もっけず に,も う半分 は塩味 で試食 し,感 想 を話 し

合 う。

★作 り方 のポイ ン トをっか む ことがで きたか。

・た ま ごを いつ 入 れ るか ,時 間 は いっ か ら計 れ ば よ い か な ど,

分 か った こ と を ま とめ る。

・た ま ご は ,加 熱 に よ って 凝 固 す る こ と,時 間 に よ る固 ま り方

の 違 いな どを お さえ る。

・好 み の ゆ で た ま ごが で きな か った子 に は,よ く原 因 を考 え さ

せ,次 時 に も う一 度,作 る機 会 を設 け る こ とを約 束 す る。

・次 時 は,自 分 の願 い の こ も った た ま ご料 理 を作 る こ と を確 認

し,意 欲 を高 め る。
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⑤ 考 察

く課題発見 のため に〉

「お い しいたま ご料理 を作 る」 と言 うめ あて を達 成

す るためには,い くっか のステ ップが考え られ る。 身

近 で見 なれてい るた ま ご,よ く食べて いるたまごで あ

るが,事 前 の ア ンケー トの結果,子 供 た ちの知識 と し

て は確かで ない ことが分か った。 そ こで,各 種の卵 を

用意 し,た ま ごと十分触 れ合え るような コーナーを設

置 した。調 べ学習 の中で たま ごの特徴 を知 り,い っそ

う調理実習 への意欲 が高 まった。 また,ゆ で時間を変

え たゆで たま ごを提示 す ることで,自 分の作 りたい ゆ

で たま ごをは っきりイメージす ることがで きた。導 入

の工夫,実 物 の提示 は効果的で あ った。

つ くろ う!お い しい たま ご料理(1)

5年 量{

〈課題解決 のため に〉

「好 みの ゆで たま ご」 を作 るため に はど う した らよ いの

か,新 たな課題 が生 まれ た。 そ こで,自 分で考えた方法 を

もちよ り,グ ル ープで相談 して実習 したのが本時であ る。

火加減 や時 間な ど具体的 な指導 をひかえ,試 し作 りの形 を

とったため思 い通 りにな らなか った子供 もあ ったが,う ま

くい った訳 や,う ま くいか なか った原因 を出 し合 う中で,

ポイ ン トをっかんで い った。 これ を生かす には,も う1時

間確 かめの実 習を とる必要 がある ことがわか った。

つくろう!お いしいだまご料理(2)

5辱 聖く

期 ・9・4

② 切った噂

昔 味 がしとろ℃ ち の
ゆでた重ご

そのためにロをつげること

。火 は 中 火 で な べか ら出 な い て い し「1

。たまご は 、氷、か5入 耗 る 。

。たまご は 、4～ち分 ゆて1璽る.

し∫、・とう乙てか ら)

察■肥』謄 気をつけたこと響気がついたこと

Φ ゆでる時・ゆでている蒔

v一
約3分

あ1つカペてttてき た ・

約 ヰ分

た ま こ:llミあ 才つheフ いてQた 。

○ ○
ゆねなしたサ

L6、琶bXIナf)、＼tl

㊨ 、＼しも㌧た

○

まとめ ・扇想

しぎ8b、 けア}ヒ宅

し凌「毛Lt、11〈ナ)いじ「シ

es[) ,X'い し窮 た.

0

!鱒　緬 碗

㈱ 怨 s轡

畿 疑 藁 ・算,
1鯉 留 ・・嚥 固 まδ

.臼奇朗1・;・'e・mま捌

めあて

お ㌧・い'1ミ まン=料 理 乞 作 ゑ 博 鼻焼,7)

① 加 ・-1曵 望,島

陥 管

泉 舟
力'Lシ・払65

μ ソウム9ρ
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4「 第5学 年」 の まとめ と考察

第5学 年 では,子 供 が 自分の食生 活を見っめ,気 付 きの中か ら自分 の課題 を見付 けて,主 体

的な活動 を行 うことによ り,家 庭生 活での実践 の意欲 を もっ ことがで きるよ うにな ってほ しい

と考 え,「 食物」領域の全教材 を通 して研究 を進 めた。

○ 自分 の課題 を見付 け る力を育て る工夫

・導入 で指導者 が用 意 した,い ろいろな野菜 や味付 けされた生野菜,ゆ で卵を見た り,さ わ っ

た り,味 見 を した りす る ことによ り,子 供 は,「 自分が作 ってみ た い」 とい う意欲 を もつ

ことがで きた。 そ して,「 自分 の好 みの00」 「おい しい00」 を作 るとい うよ うな,大 き

な課題(目 的意識)を もっ ことによ り,そ の後の学習活動 に興 味 ・関心 を持続 す ることが

で きた。

・調理実習 にあた って,切 り方や加熱時間 などの視点 を明示 せず,「 好みの」「おい しい」 と

い うよ うな大 きな課題だ けを もたせて,試 し作 りの体験学 習に取 り組 ませた。 そのため失

敗 もあ ったが,そ の中か ら,子 供 自身の気付 きが生 まれ,自 分 のね らい通 りの ものを作 る

ための ポイ ン トを体験学習 を通 して,明 確 に して いった。 これによ り,漠 然 と した大 きな

課題 か ら,具 体的な課題 をっかみ とる ことがで きた。

・子供 を対 象 に実施 したア ンケー ト調査 の結果を,教 材 と して活用す ることにより,子 供が,

自分 の食生活 の特 徴 に気付 く手だて とす る ことがで きた。

○課題 を主体 的 に解決 しよ うとす る力 を育て る工 夫

・学習教材 の実物 の常設 コーナーを設置 し,子 供が教材 に,手 をふれた り確 かめた りす る時

間 と場 を設定 した。 この ことによ り,子 供 はいろいろな発見 を した り,も っと調 べたい と

い う意欲 を もった りす る ことがで きた。

・導入 で,具 体物を提示す る ことによ り,子 供 は見通 しを もって計画 を立てることができた。

その計画 を もとに創意工夫 した り,教 え合 った り して主 体的 に学習 を進めることがで きた。

○生活 に生 か し,実 践 しよ うとす る力 を育て る工 夫

・で きあが った ものを試食 し合 い,他 の子供の良 い点 を発表 し合 う話 し合 い活動 を もった こ

とによ り,ね らいを達成 した喜 びをよ り大 き く味わわせ,家 庭生活 での実践 の意欲 を もた

せ ることがで きた。 また,友 達 の実習 した ものを試食 す ることにより,自 分 が作 った もの

以外 の もの も作 ってみ たい とい う意欲 ももたせ ることがで きた。

課題発見 とその主体的 な解決 の ため には,実 物 の提示 やア ンケー ト調査 の活用,試 し作

りのよ うな体験学 習が効果的であ った。 日頃な にげな く見過 ご していた ことを改 めて見直

し,新 鮮 な驚 きを もっ ことが題 材全体への意 欲的な取 り組 みの源にな った。
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「第6学 年」

題材名 「楽 しくつ くろ う」

1題 材 について

飽食 の時代 といわ れて久 しいが,現 在 の子供 の食生活 の在 り方 にっいての指摘 も多 い。5年

生 の学習 で,食 物 は人間 が成長 し,健 康 に生 きてい くため欠 かせない物 であ ることや,い ろ い

ろな栄養 を含んだ食品 をバ ラ ンスよ く食 べ ることの大切 さにっいて学 んで きてい る。

子供 の実 態を見 ると,5年 生 で学 習 した卵料理 や,野 菜 を使 った料理 を多 くの子供 が家庭 で

実践 してお り,食 べ る こと,料 理 を作 ることが大好 きで,目 を輝 かせて調理実習に も取 り組む。

しか し,ア ンケー ト調査 か ら家庭 での朝食 の内容 をみ ると,必 ず しも整 った もの にな って い る

とはいえな い。

そ こで,本 題材 「楽 し くつ くろ う」 を設定 し,基 本 的な食事 の型 であ る 「ごはん とみ そ汁」

を中心 に した学 習 を進 め ることによ り,次 のよ うな資質 や能 力を育 ててい きたい。

○子供 が食生 活 の現状 に 目を向け,米 やみその栄 養的な知識 を身 に付 け ること。

○健康 的な食べ方 について考 え ること。

○基礎 的 な調 理技能 とと もに2品 を同時 に調理 してい く工夫 をす ること。

○ 日常 の食事調べ を通 して食生活 を見つあ直 しその問題点 を探 り,よ りよい食事の あ り方 を考

え ること。特 に,朝 食 を重視 す ること。

○養護教 諭 とのTTに よ り,健 康 面か ら見た朝 食の意義 を理解 す ること。

○一 日の ス ター トであ る朝食 の重要 性を考え,見 っめ直 し,一 人一人 が 自分 の課題 を見付 け る

こと。

○今 まで経験 して きた知識 や技能 を生か し,一 食分の食事 を整え ることが手軽 にで きる とい う

実 感 を もたせ,実 生 活 に生か して行 けるようにす ること。

○実 践報告 をす ることで,そ れぞれ の実践 の工 夫や よさを認 め合 い,更 な る実践へ とっ なげ る

こと。

本題材 は,5年 生 か ら積み上 げて きたいろいろな調 理を通 して得た知識や経験 を基 に,実

生 活 に生 か してい くこ とがで きる食物学習の まとめと した。

2実 態調査

(1}調 査 目的 食生活 を見直す き っか けとす る。 子 ど もの実態を知 り,授 業 の一助 とする。

(2)調 査時期 平成10年9月

(3)調 査対象 都研究 員所 属校 第6学 年567名

(4)調 査対象

嘲 食について1

1今 朝,朝 食 を食 べて きま したか。

滋 鑓 嚇 癖ミ言 言望團 ζ:麟1寒 、、9蔑

ほ とん ど の子 供 は,朝 食 を食 べ て きて い る。 食 べ て こな か った理 由 は,「 時 間 が な い」 「食

べ た くなか った」 な ど で あ る。

2食 べ て き た人 は,何 を食 べ ま した か。

朝 食 の絵 を 自由 に描 い た。 「パ ンとお か ず」 「パ ン と飲 み物 」 「ご はん とみ そ汁 」 「ご はん と

み そ汁 とお か ず 」 「ご はん とお か ず」 な どの パ タ ー ンが あ った。 パ ンだ け とか,肉 ま ん だ

け とい うの もあ っ た。
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3一 週間の うち,ど れ くらい朝食 を食べ ていますか。

、馨 璃 曖 三懇 ∵ 翻 菱
毎 日食べて い る子供 が7割 しかいなか った。少数で はあるが,食 べて いない子 ど ももい る

ので問題で あ る。

4い つ もたべ る朝 食の主食 は,何 が多いですか。

ア,ご はん55%イ,パ ン37%

ウ,シ リア ル5%エ,そ の他3%

簡 単 に食 べ られ るパ ン食 が 多 い と予想 して い た が,ご はん を食 べ て い る子 ど もが多 か った。

夕食 にっいて

1昨 日のタ食 は,何 を食べ ま したか。

夕食 の絵 を 自由に描 いた。 「ごはん とおかず と汁物」 などが多か った。 中 に は,お でん だ

けとか,食 べなか った(お 菓子 を食べておなかがい っぱいだ った)な ど もあ った。

*あ な たは,ご はん とパ ンで はどち らが好 きですか。

_..ど ち_匿]τ:珊 機
隔zamev■mltO■ ウ

,ど ち ら も37%

主 食 は,ご はん を 好 む 子 供 が 多 い。 ごはん もパ ン も好 き とい う子 供 も多 い。

好 き な理 由 は,ご はん は,「 お い しい か ら」 「い ろん な料 理 に 合 うか ら」 「力 が 出 る か ら」 な

どで あ る。 パ ンは,「 お い しい か ら」 「楽 に食 べ られ るか ら」 な どで あ る。

[料 理 につ いて1

*あ な た は,家 で料 理 を した ことが あ ります か 。
ない

ある。96%團 ア ・ あ る96%
1イ

,な い4%

ほ とん どの子 供 が,家 で料 理 を して い る。 そ の料 理 の 内 容 は,卵 焼 き ・目玉 焼 き ・ス ク ラ

ン ブル エ ッグ ・オ ム レッ な ど の卵 料 理 が 多 か った。 ま た,お 菓 子 類(ク ッキ ー ・ケ ー キ ・

白玉 団 子 な ど)や,軽 食 類(ラ ー メ ン ・や きそ ば ・チ ャーハ ンな ど)も 多 か った。

料 理 を して い な い子 供 の理 由 は,「 め ん ど う くさ い」 「時 間 が な い」 な どで あ る。

(5)考 察

子供 が書 いた朝食 の絵 をみると,品 数 の少 なさが 目立 ち,質 量 と もに不十分 な面が見 られ

る。食 べて こなか った子 ど もは 「時間が ない」や 「食欲が ない」 などの理 由であることか ら,

生活 リズムの乱れがみ られ る。以上 の ことか ら,自 分 の食生活 を見直 させ たい。

主食 は,ご はんが好か れて お り,「 ごはん とみそ汁」 の調理 に意 欲 を もっ と考 え られ る。

家庭 で料理 をす ること も,多 くの子供が経験 して いる。 その内容 を見 る と,5年 生 の家庭 科

で調理実習 した ものが多 くあ り,学 習 の経験が生か されて いる。
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3題 材 の 目標

○米 とみ その特徴 や栄養 成分が分 か り,ご はん とみそ汁を作 ることがで きる。

○ 日常 の食事 の仕方 を見直 し,よ りよい食生活 について課題 を もっ ことがで きる。

○献立 の必要性 や献 立作 りの条件が分か る。

○朝食 の大 切 さが分か り,朝 食 の献立 を作 り,実 習す る ことがで きる。

○朝食作 りを家庭で実践す る ことがで きる。

4指 導計画 と評価計画(総 時間数13時 間)

小 題 材 名 主 な 学 習 活 動

(時数)

1ご はん とみ そ汁 を ○米 の種類 と成分 や栄養素 のはた らき,ご はんの炊 き方 を調 べ,発

つ く って み よ う 表 し合 う。

(5) ○ みその種類 と栄養素,み そ汁 にっいて調べ,発 表 す る。

○ 日本の伝統食 であ るごはん とみそ汁 のよさを理解 す る。

○ ごはん とみそ汁 の実 習計画 を立 て る。

○実 習計画 にそ って,協 力 して安全 に調理実 習す る。

2ど ん な食事 を して ○食事調べ を して,食 事の と り方を見っめ直す。

いるのだろ う ○食事調べで気付 いた ことを発表 し合 うことによ り,課 題 を明確 に

(1) す る 。

○食事 と健康 のかか わ りにっ いて,養 護教諭 よ り話 を聞 き,朝 食 の

大切 さを理解す る。

○朝食 の とり方 にっ いて,課 題 の解決 とな るああてを考 え,発 表 し

合 う。

3朝 食 の こんだて を ○ ごはん とみそ汁を主 と した朝食 の こんだてを考えて発表す る。

立て よ う ○ こんだての必要性 につ いて理解 す る。

(3) ○ 自分の朝食 のこんだて をたて る。

○主食別等 のグループに分かれて調理計画 を立て る。

○ グループで考 えた朝食 の こんだてや めあて を発表す る。

4朝 食 をつ くろ う ○実習計 画 にそ って,協 力 し,安 全 に調 理実習す る。

(4) ○ グ ル ー プ,個 人 で 実 習 をふ りか え り,話 し合 う。

○家庭で の実習計画 を立て る。

○家庭で の実践 を報告す る。
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1 評 価 の 観 点

資 料 等
1

評 価 規 準 関心 瞼憶 知識
意欲i
態度1工 夫

技能
理解

○米,み そ,大 豆 の実物 ○ 米,ご はん に関 心 を もっ。

1
0

○食品成分表 ○米 の種類や栄養成分が分 か る。 ○ 「 ○

○実習計画表 0ご はん の炊 き方 が分 か る。 Oi ○

○ ふ りか え り カー ド ○みそ の種類や栄 養成分 が分 か る。
○ ○

○みそ汁の特徴 が分 か る。
○

1

○

○みそ汁の作 り方 が分 か る。
○

」
○

○手 順を考え調理することがで きる。
OiO

i
○ ○

Oア ンケ ー ト ○ 日常 の食事 にっ いて関心 を もつ。 ○

○食事調べ ○ 自分 の食事 の問題点が分か る。 ○ ○

06っ の基礎 食品群 の表 ○食事 と健康 との関係が分か る。 ○ 」 ○

01日 の体温 の変化 グラ ○朝食 の大切 さが分か る。
Oi ○

フ ○食事 で自分 な りの目標 を もっ こ と
○ 10

○朝食前後 のサ ーモグ ラ が で きる。

ブ イ ー ○朝食 を工夫 しようという意欲 を も
○ ○

つo 1
1

○ こん だて作 り手順 カー ○ 自分の食事で不足 している栄養素 ○

ド を 見 付 け る こ とが で き る。

0お かず の絵 カー ド ○食品の栄養的な組み合わせを考え 」 ○ ○

06っ の基礎食 品群 の表 る こ とが で き る。 i

○ こんだて記入用紙 ○ こんだての必要性 がわか る。
ト ○

○実習計画表 ○朝食 の こんだてを立て る ことがで
○ ○ ○

き る 。
OiO ○

○ よ りよい こん だて にす るたあに話

し合 う ことが で きる。
1

○実習計画表 ○計画 にそ って調理す ることがで き
1

010 ○ ○
○手順 カー ド る 。

○配膳 カー ド(写 真) ○家族のための朝食 の こんだて を考 ○ ○ ○
○実践 カー ド え る こ とが で き る。 i

0家 庭で実践 す ることがで きる。 ○10 ○ ○

0実 践報告 をす ることがで きる。 OlOI ○
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事例1「 ごはん とみそ汁 をつ くってみ よう」(1/5)

ア 目 標 ・米,ご はん に関心 を もっ。

・米 の種類や栄養成 分が分か る。

イ 展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援 ※ 評 価 資 料
一

○調理 の学 習 をす ることを知 る。 ○ ア ンケ ー トの結 果 に つ い て話 す。 ア ン ケ ー ト の

・み ん な は,ご は ん が好 きな ん だ。 結果

・5年 の 時 の よ うに,調 理 を して み

た い 。

・何 を作 ろ う

○ ごはんや米 について,知 りたい こと ○ ごはんや米 につ いて知 りた い こと

を発表 す る。 を聞 く。

・どん な栄 養 が あ る のだ ろ う。

・米 は どんな種類が あるのだろ う。 ※積極的 に発表 した り,友 達 の考 え

・お い しい米 は どん な の か な。 を聞 こうとして い るか(意)

米 に つ い て 調 べ よ う

○米 には, 白米,玄 米,は い芽米 が あ ○米 の実物 を提示 す る。

る こ と を知 る。 (白米,玄 米,は い芽米)種 類 白米,玄 米,

・っ き方 に よ って,色 や形 が違 う。 ※ 米 に は,い ろい ろな しゅ るい が あ はい芽米の実

・米 の構 造 が変 わ って きた。 ることや米 の栄養成分がわか ったか。 物

・成 分 も変 わ って くるの か 。 (知) 実物投影機

【おい しい ごはんにす るたあにはど うす ればいいだろ 引 食品成分表

○吸水が必要 な理由を考え る。 ○ ごはんを た くには,吸 水が必要 な

・吸 水 した米 は柔 らか い。 こ と を知 らせ る。

・吸水 しない米 は硬 い。 これで は食

べ られ な い。 ○吸水 した米 と吸水前の米を比較 し 吸水 した米

・ごは ん に す る と ど うな る の か な。 て 調 べ て い くよ うにす る。

○ ごはん と米 の違 いを観察す る。 ○ ごはん と米 を比較 して,違 いを考

・ご はん は大 き い。 柔 らか い。 え る よ うにす る。 ごはん

・ご はん は い い に お い。

。ね ば りけが あ る。 っ や が あ る。 ※ ごはん と米 の違 いがわか ったか。

・食 べ た い 。 つ く り た い 。 (知)

○成分 に違 いが ある ことを知 る。 ○ ごはんの成分 の違 いを知 らせ る。 食品成分表

○次 時の予定 を知 る。 ○ ごはん とみそ汁 のっ くり方 を学 習

して い くこ とを 知 らせ る。

ウ 考 察

・米の実物 を提示 した り,実 物投影機 を使 って違 いをは っきり示 した りす ることによ っ

て,米 その ものを しっか りと らえ,種 類 の違 い,吸 水 したあ との米,ご はんの違 い を

理解す る ことがで きた。

・米や ごはんへの関心 が高 まり,実 践 への意欲を高め ることがで きた。

一18一



事例2「 どん な食事 を してい るのだろ う」

ア 目 標 ・食事 と健康 に関心 を もっ ことがで きる。

・朝食 の大切 さが分か る。
・食事 に対 し,自 分 な りの目標を もっ ことがで きる。

イ 展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援 ※ 評 価 資 料

○食事調 べを して分 か った こと気 ○栄養素,食 品の不足,食 べ る時刻 な ど 食品調べ

付 いた ことを発表 す る。 多方 面か ら考え発表 で きるよ う促 す。 気付いた事

友達 の発表 を聞 いて 「自分 もそ ○良 い点 に も気付 かせ る。 表

う思 う」 とい う と こ ろ に シ ー ル ※ 自分 自身 の問題 と して とらえて (品数比較 グ

を は る。 い るか。(意) ラ フ)

・私 も足 りない食品群がある。 ○問題点 と して出 され た中で 「朝食 が軽
・1日 な ら6っ 全 部 うま る。 い」 こ と に注 目 させ る。

・夕 食 は た くさん食 べ て い る。

朝 食 を 見 直 そ う
1

○ 自分 の朝食 をふ りかえ り,気 付 ○朝食,夕 食 と比較 させた り,友 達 の発

いた ことを発 表す る。 表か ら新 たな気付 きがでて くるよ う促
・緑黄色野 菜が少 ない。 す 。

・小 魚 を食 べ て い な い。 ※ 自分の問題 点を明確 にす ること

・食品数 が少 ない。 が で き たか 。(意,工)

O朝 食 と体の働 きにっいて養護教 ※積極的 に話 したり,聞 いた り し

諭 か ら話 を聞 く。 て い るか。(工,知)

○ ポ イ ン トを板 書 す る。 1日 の体温 の

○ 自分 に必要 な情報 が何であ るのか,整 変化 グラ フ

理 して考 えるよ う促す。 朝食前後のサ

※話 をきちん と聞 けたか。(意) 一 モ グ ラ フ ィ ー

※ 自分 に必 要な情報が分か ったか。 等

(工,知)

○分か った ことを まとめ,自 分 の ※朝食 の大切 さが分か ったか。

目標 を立 て る。 (知)
・た くさん の種類 の食品 を少 ※ 自分 の生活 に合わせて考え よ う

しず っ と る方 が い い。 と して い るか 。(工)

・早起 き して残 さず食べよ う。

・たんぱ く質 も大切 なんだ。

・さ っぱ り した サ ラ ダな ら朝

で も食 べ られ そ うだ。

ウ 考 察
・ワー クシー トの活 用 により,食 生活 を科学 的に見 直す ことがで きた。子供 の感想 の中

に 「こうい う調 査 をや ってみ ると,ど ん な ものを食べて いるかよ くわか る」,「時 々調

べ てみたい」等 の感想 もあ り,漠 然 と していた問題点 を客観 的に見 ることがで きるよ

うにな り,課 題 と して認識で きるよ うにな った。
・養護教諭 の適 切 な助言 によ り,問 題解決の手 だてが具体化 した。 朝食 を見直 して気付

いた事 では,不 足 して いた食品群を挙 げることに とどまっていたが,養 護教諭 の話 を

聞 くことに よ り 「サ ラダに して食 べ よう」等生活 に生 か しやすい具体 的な 目標へ と変

化 し,意 欲 的 に実 践 しよ うとす る姿勢が見 られ るよ うにな った。
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事例3「 朝食 の こん だて を立 てよ う」(1/3)

ア 目 標

イ 展 開

・計画的 に食事 を とる必要性 が分か る。

・食品 の栄養 的な組 み合 わせ を考 える ことがで きる。

・朝食 の こんだて を立て ることがで きる。

学 習 活 動 教 師 の 支 援 ※ 評 価 資 料

01食 分 の食事計画 を考 え る。 ○栄養のバ ラ ンスに も気付 くよ う促

ごはん とみ そ汁 の実習 を思 い出 し, す 。 ご はん,み そ

何 を加 えれば1食 分 になるか考 える。 汁,お か ず の

・お か ず が ほ しいね 。 絵 カ ー ド

主食,汁 物,お かずで1食 分が成 り ※食事 の成 り立 ちが分 か ったか。

立 って い る こ とが 分 か る。 (工,知)

○ ごはん,み そ汁,お かずを6っ の食 6っ の食品群

品群 に分類 す る。

食 品 群 が うま らな い と き,ど う した

らい いか 考 え,発 表 す る。

・お か ず を1品 ふ やせ ば い い。

・みそ汁 の具に何か加えた らいい。

朝 食 の こ ん だ て を 考 え よ う
」

○朝食 の こんだて を立 て る。 ○前時 に立て た目標をふ りかえ らせ, こんだて作 り

目標 を思 い出 し,気 を付 け ることを 目標 が生か されるように助言す る。 用紙

確認 す る。 ○条件 を提示 し,確 認す る。 こんだて手 順

・野 菜 を 食 べ よ う。 ・朝 で あ る こ と。(時 間,食 欲) カ ー ド

・朝 で も食 べ やす い ものに しよ う。 ・ひ と りで で きる こ と

○ こんだてを発表 し合 う。 ・栄 養 のバ ラ ンス

※朝食 の こん だて を立て る ことが

で きたか 。(意,工,知)

※作 ってみたい とい う意欲 が もて

た か。(意,工)

○次時 の予定 を知 る。 ○主食別 にグループ編成 し,調 理 計

画 を立 て ることを知 らせ る。
1

ウ 考 察

・実践 カー ドに絵 をか けるよ うに した ことで,こ ん だてが具体化 し,調 理 への見通 しが

もちやす くな り,実 践へ の意欲 にっ なが った。

・こんだてを発表 し合 うことによ りいろいろな食品 の組み合わせ方が分か った。 また同

じ目標 で あ って も違 うこん だてが ある ことを知 る ことがで きた。
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〈その後の展開〉
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6「 第6学 年jの まとめ と考察

第6学 年で は自分 の食生活 を見直 し,そ れぞれの課題 を見付 け,家 庭生活で も実践 で きる子

供 に な って ほ しい と考 えた。 そ して研究主題 に迫 るため,「 食物」領域 の 「ごはん とみそ しる」

を中心 に朝食 の献立作 りか ら実践 まで含 めた指導計画 によ る 「楽 しくっ くろ う」 とい う題材 で

研究 を進 め た。

○ ま とめ

・事例1の 「ごはん とみそ しる」 の調理実 習の前 の授業 で は
,子 供 のや る気 を高 めるために事

前 の ア ンケー トを もとに具体物(玄 米 ・胚芽米 ・白米 ・飯 ・味噌)を 使用 した ことがよか っ

た。子供 は実物 を見 た り,さ わ った り,味 わ った りす る ことで,素 材 に対す る理解が深 ま っ

た。実物投 影機 の使用 は,効 果 的で子供 の学習意欲 を高 めた。

・事前2の 養護教諭 の話 は,朝 食 にっいて健康面 か らの専門家 の話 とい うことで,子 供 は興 味

深 く聞いて いた。話 を聞 いた後 は,そ れぞれの食生活 での問題点 の気付 き も深 ま った。

養護教諭 に参加 して もらった授業 では,ど の実践 も同 じよ うに効果が あが った。養護教諭 の

話 の内容 をそれ ぞれ の子供 の実態 に合 わせ るよ うに した ことが成果 にっ なが った。

・事例3は 実 際 の献立作 りを試 みた。栄養バ ランスの とれ た食事 にっ いての理解 が深 ま った。

子供 が相互 に立て た献立 を発表 し合 うことによ り,い ろいろな献 立 を学び合 うことがで きた。

調理へ の興 味や意欲 を高 める ことがで きた。

・「朝食 づ くり」 の調理実習 の授業 は,ど の子 も楽 しんで取 り組 み満足 して試食 していた。

子供 は実習 の手順 もよ くわか り進んで作業 に取 り組 む ことがで きた。 家庭で もで きるとい う

自信 にっ なが る実習だ った。

・研 究 の視点 か らは次 の よ うな ことが まとめ られた。

課題発見 で は…… ア ンケー トの活用 によ り,子 供 が 自分 の生活 をよ り深 く見 直す ことが で

きた。 また,実 物 ・具体物の提示 により理解 が早 くで きた。

課 題解決 で は……調理 体験 を増やすた めに,調 理実 習を学校 です るばか りではな く,自 宅

で も行 うよ うに促 した。

ワー クシー トの利 用 は自分 の考 えや気付 きをま とめるのに効果があった。

実践す る力 で は…子供 相互の よさを認め合 った り,学 び合 うことがで きた。 また,家 族 と

の関わ りを考えて実践す る喜 びを味わ うことがで きた。

○考 察

子供 は,学 校 で習 った料 理を家庭 で もよ く作 っているという実態がア ンケー トで明 らかになっ

た。 この ことは研究 を進 め る上 で とて も参考 にな り励 みにな った。実習 の前 の授業 で,養 護 教

諭 の話 を聞 いた り,楽 しんで学 び合 う場面 を増 や した りす る工夫 によ り実習への意欲が高 まり,

内容 も深 まった。 この題材 の学習 を通 じて朝食 の大切 さがわか り,自 分 の食生活 を見 直 しを そ

れ ぞれの子 供がで きた。 そ して,家 で もや ってみよ うとい う意欲 も育 って きた。 また,実 際 に

食事作 りに取 り組 む子供 も少 しずつでて きた。 この取 り組 みを全体 に広 げ,子 供 の実践 す る力

を育 て るため にはさ らに継続 して研究 を深 め ることが必要で ある と思 われる。
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V研 究の成果 と今後の課題

本年度 は,自 ら課題を もち,主 体的 に解決 して いける子供 の育成 を目指 し,題 材 の設定 や指

導 計画 の工夫,実 践 的 ・体験的 な活動 を取 り入れ た授 業 などにつ いて研究 を深 めて きた。

1研 究 の成果

① 自分 の課題 を見付 ける力 を育 てる工夫

・子供 の実態,地 域 の特性,家 庭生活 の実態 を配慮 した題材 の設定 をす ることによ り,目

的意識 を もち,主 体的 に自分 の課題 を見付 ける ことがで きた。

・導入 での活 動 を工夫す る ことによ り,興 味 ・関心が高 ま り,学 習課題 が焦点化 で きた。

・ア ンケー トによる実態調査 を教材 として活用す る ことによ り,子 供 が学習 内容 を理解 す

る上 で有効 で あ った。

・実物 や具体 物 の教材 を提示 す ることによ り,学 習意欲 を もち,目 的意識 を持続 させ,学

習活動 に興 味 ・関心 を もって取 り組 む ことがで きた。

② 課題 を主 体的 に解決 しよ うとす る力 を育 て る工夫

・実物 や具体物 の教材 を準備 す ることで,子 供 が教材 に直接 ふれ,体 験 をふやす ことが で

きた。 もっと調 べたい とい う意欲 を喚起 し,主 体的 に活動 す るよ うにな った。

・生活経験 や学習経験 で不足 してい る内容 を補 い,さ らに学習活動 に必要 な基礎 的 ・基 本

的な知識 ・技能 を習得 で きるよ うに支援 す ることによ り,子 供 が主体 的 に学 習を進 めて

い くことがで きた。

・学 習内容 に応 じて,グ ル ープ ・個人 ・全体 と学習 の場 を設定 す ることによ り,相 互 に情

報 交換 を図 った り,活 動 を助 け合 った り して学習効果 を上 げ ることがで きた。

・学 習活動 に対 して,教 師が状況を判 断 して適切 な支援 を行 うことによ り,子 供の学習 意

欲の継続 を図 った り,主 体的な活動 を進 めた りす ることがで きた。

③ 生活 に生 か し,実 践 しよ うとす る力を育 て る工夫

・体験的 。実践 的な学 習の場を設定 す ることにより,子 供が主 体的 に考 え,判 断 し,活 動

す る ことがで きた。

・友達 と交流 し,互 いの よさを認め合い,学 び合 う場 を設 定す ることによ り,友 達 のよ さ

を取 り入 れ,活 動 に広が りがみ られた。 また,実 践 す る喜 びを味わ うことがで きた。

2今 後の課題

① 子供 の興 味 ・関心や主体的な活動 を生 かす ことがで き,他 教科,他 領域 との関連 を考慮

した指導計画 を さ らに工夫 し,作 成 して いきたい。

② 主体 的な活動や実践的 な態度 をさ らに伸長す ることがで き るワー クシー トのあ り方 を 考

え工 夫 して作成 して い きたい。

③ 支援 と評 価の あ り方 にっ いて は,研 究 を深 め ることがで きなか った。子供 の主体 的 な学

習活動 や実 践的 な態度 をさ らに伸長 するための支援活動 や評価活動 にっいて,さ らに工 夫

した い。
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